
長泉麗峰山の会・山行報告書                   文・斎藤  写真・後藤 

山行番．  NO.2071 

日 時  2025 年 01 月 25 日（土）曇 

山 域  天城・八丁池～青スズ台（1237ｍ） 

コース  長泉 7:00-水生地発 8:22-下り御幸歩道入り口 8:47-八丁池 10:28-青スズ台（昼食）10:58

～11:38-上り御幸歩道-水生地 13:30-長泉 15:00 

標高差  水生地約 649ｍ～青スズ台 1237ｍ＝約 588ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

八丁池は全面結氷だった 
参加者  後藤、伊藤、斎藤＝3 名 

 

数日前、夕方のニュースで数年ぶりに八丁池の全面凍結がドローンの映像とともに紹介

されていた。 

長泉を 7 時に出発。狩野川公園で合流し天城山へ。アイゼンがいるかなどと話しながら、

天城「道の駅」を経て水生地駐車場着。車は 2～3 台停まっていた。 

 

 
林道                    ミツマタ 

 
下り御幸歩道入り口             上の林道 



 雪は全くなし。風もない。登山道は乾いていて歩き易い。しばらく雨が全く降っていな

いから霜柱も殆ど見えない。身支度を終えていざ出発！！ 

 サクサクと乾いた落ち葉の積もる登山道をユックリ上り始める。比較的整備された登山

道を幾つかのグループと抜きつ抜かれつしながら進む。 

 ミツマタの群生を発見。蕾がたくさん付いている。「咲いたら綺麗でしょうね」としばし

鑑賞。今度、「今年の労山カレンダーで選ばれた、あさぎり山の会・福原さんの上徳間峠に

行こう」の計画が提案された。また、次のお楽しみが増えた。 

 

 
ヒメシャラが多い冬枯れの天城の山 

 

小さな沢は冬枯れ状態。雪がなく少しガッカリ。分岐を進み、一か月ぶり登山の私はち

ょっとバテ気味。八丁池まで何キロの標識が見えて来る。だんだん減る距離に「もうちょ

っとだから頑張れ」と励まされる。 

 それにしても「ツーン」と冷たい乾燥した空気はすがすがしい。これこそ冬山登山の醍

醐味だ。冷たい空気をたくさん吸っても、風はなく体は温かく気持ちいい。フウフウ上っ

て行くと空が開けて来た。1 時間 40 分ほどで八丁池に到着。 

 全面凍結した八丁池は真っ白！と思ったら、池の端は少し透明な部分がある。踏んでみ

ると氷が緩んでいる。ここ 2～3 日、暖かかったからか。それでも静かにたたずむ「天城の

瞳」はキレイでした。 

 池のほとりに昭和天皇行幸の記念碑があり、その大きさに圧倒された。昭和 5 年行幸、 



 

八丁池 

 
                    少し上から俯瞰 

 

昭和 7 年建立とある。90 年以上昔、こんな大きな石碑をどうやってここまで運んだのか。 

 池から青スズ台に上り、やっと昼食タイム。G さんと私はコンロを持ち込み温かい麺類

を味わった。体が暖まっておいしさ倍増でした。 

 12 時前に青スズ台を出発。上り御幸歩道を下山。すれ違う登山者はみな「八丁池は凍っ

ていますか？」と尋ねる。全面凍結を楽しみにしている。 

 冷えた空気の中、アセビ・ヒメシャラ・ブナの間を抜け森の中を下る登山道は、歩き易

く心地よい。 



アッという間に水生地駐車場着。私にとって今回は「心地よい初登山」になりました。 

 

 

昼食 

 

その他の記述（後藤） 

１． 冬の天城はブナの葉が落ち、見通しが良い。ヒメシャラが多いことに気が付く。 

２． 八丁池トイレは、冬季閉鎖だが、裏が使用できるとのこと。 

３． 青スズ台は、アセビが伸び過ぎて展望は悪くなった。  

４．下山中、大きなポリ箱を持参した方が居た。箱に入り「氷遊び」だろうか？ 

５． 上り御幸歩道の沢、上部の水流はないが、良くしたものでワサビ田から流れがある。  以上 

 

 
2019/01/26 この日、八丁池は中央近くまで入れた。冬雲が美しい。 


